○滝川地区広域消防事務組合消防団条例施行規則

制　定　平成26年３月28日規則第２号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　改正　平成27年３月30日規則第２号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成27年11月30日規則第８号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成28年１月21日規則第10号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成28年３月９日規則第３号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成28年８月10日規則第11号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成28年12月６日規則第14号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成31年１月29日規則第１号

滝川地区広域消防事務組合消防団条例施行規則（昭和47年滝川地区広域消防事務組合規則第５号）の全部を改正する。
（趣旨）

第１条　この規則は、消防組織法（昭和22年法律第226号。以下「法」という。）第18条第２項及び第23条第２項の規定に基づき消防団の組織及び消防団員の階級について定めるとともに、滝川地区広域消防事務組合消防団条例（平成26年滝川地区広域消防事務組合条例第３号。以下「条例」という。）の施行について必要な事項を定めるものとする。

　（組織等）

第２条　消防団に団本部及び分団を置く。

２　団本部及び分団の名称、位置及び所管区域は、別表第１のとおりとする。

３　団本部及び分団の定員は、別表第２のとおりとする。

　（階級）

第３条　消防団長（以下「団長」という。）以外の消防団員（以下「団員」という。）の階級は、次のとおりとする。

　⑴　副団長
　⑵　分団長
　⑶　副分団長
　⑷　部長
　⑸　班長
　⑹　団員
　（団長等の職務及び職務代理等）

第４条　団長は、消防団の事務を統括し、団員を指揮監督する。

２　副団長は、団長を補佐し、団長に事故があるときは、その職務を代理する。ただし、副団長が欠けたとき又は副団長に事故があるときは、団長の指定する団本部の団員又は分団長がその職務を行うことができる。

３　分団長以下の団員は、上司の指揮を受け、その職務に従事する。

４　団長及び副団長ともに事故があるときは、団長のあらかじめ指定する順序に従い団本部の団員又は分団長が団長の職務を行う。ただし、団員の任免を行うことはできない。

　（女性消防団員の職務）

第５条　女性消防団員の職務は、次に定めるところによる。

　⑴　火災予防に関する啓発活動
　⑵　応急手当ての普及啓発活動
　⑶　自主防災組織の活動の支援
　⑷　特命による災害時の負傷者等の救護、被災者の救援等の後方支援
　⑸　特命による災害現場の現場広報及び警戒
　⑹　その他必要な事項
　（服務の宣誓）

第６条　新たに団員となった者は、任命権者の面前において宣誓書（別記第１号様式）に署名した後でなければその職務を行ってはならない。

　（費用弁償の請求）

第７条　条例第12条の規定による費用弁償の請求は、請求書（別記第２号様式）及び費用弁償内訳調書（別記第３号様式）により行わなければならない。

　（教養及び訓練）

第８条　団長は、団員の品性の陶冶及び技能の錬磨に努め、随時訓練を行わなければならない。

　（管轄区域）

第９条　団員は、消防長又は消防署長の許可を受けないで管轄区域外の災害現場に出動してはならない。ただし、管轄区域が確認し難い場合の出動については、この限りでない。

　（災害出動）

第10条　消防団が、災害現場に出動するときは、別に定める出動計画によらなければならない。ただし、消防長又は消防署長の指示がある場合は、この限りでない。

第11条　火災現場への出動又は引揚げのため消防車に乗車する責任者は、次の事項を厳守しなければならない。

　⑴　責任者は、運転者の隣席に乗車しなければならない。
　⑵　団員並びに消防職員以外の者を消防車に乗車させてはならない。
　⑶　火災現場に出動する際は、事故防止のためヘルメット及び防火衣を着用しなければならない。
　⑷　消防車が火災現場に赴くときは、交通法規の定める速度に従うとともに、正当な交通を維持するため赤色灯を用い、サイレンを吹鳴しなければならない。ただし、引揚げの場合は、警鐘のみに限られるものとする。
　（現場活動）

第12条　災害現場に到着した団員は、設備、機械器具及び資材を最大限に活用して、住民の生命、身体及び財産の救護に当たり、被害を最少限度に阻止し水火災等の防ぎょ及び鎮圧に努めなければならない。

第13条　団員が災害現場に出動した場合は、次に掲げる事項を遵守しなければならない。

　⑴　消防長又は消防署長若しくは水防管理者の所轄の下に団長の指揮により行動すること。
　⑵　団員は、相互に連携協力すること。

　（文書）

第14条　消防団には、消防団員名簿（別記第４号様式）を備え、異動の都度これを整理しなければならない。

　（委任）

第15条　この規則に定めるもののほか必要な事項は、消防長が別に定める。

　　　附　則

　（施行期日）

１　この規則は、平成26年４月１日から施行する。

　（芦別消防団及び赤平消防団の編入に伴う経過措置）

２　この規則の施行の日において条例附則第７項又は第８項の規定の適用を受ける団員については、第６条の規定による宣誓書の署名を行ったものとみなす。
　　　附　則（平成27年３月30日規則第２号）

　この規則は、平成27年４月１日から施行する。
　　　附　則（平成27年11月30日規則第８号）

　この規則は、平成27年12月１日から施行する。
　　　附　則（平成28年１月21日規則第10号）

　この規則は、平成28年２月１日から施行する。
　　　附　則（平成28年３月９日規則第３号）

　この規則は、平成28年４月１日から施行する。
　　　附　則（平成28年８月10日規則第11号）

　　この規則は、公布の日から施行し、改正後の滝川地区広域消防事務組合消防団条例施行規則の規定は平成28年３月15日から施行する。
　　　附　則（平成28年12月６日規則第14号）

　この規則は、平成28年12月17日から施行する。
　　　附　則（平成31年１月29日規則第１号）
　この規則は、公布の日から施行する。
別表第１（第２条関係）

	消防団
	名　称
	位置
	所　　管　　区　　域

	滝川消防団
	団本部
	滝川市緑町２丁目２番31号
	滝川市全域

	
	女性分団
	滝川市緑町２丁目２番31号
	滝川市全域

	
	第一分団
	滝川市本町５丁目３番３号
	滝川市明神町、花月町、空知町、新町、中島町、栄町（第三分団所管区域を除く。）

	
	第二分団
	滝川市本町５丁目３番３号
	滝川市大町、一の坂町、朝日町、黄金町、本町（第三分団所管区域を除く。）、緑町、東町（第四分団所管区域を除く。）、二の坂町、滝の川町、北滝の川（函館本線以東）、南滝の川（第四分団所管区域を除く。）、文京町、屯田町、流通団地

	
	第三分団
	滝川市本町５丁目３番３号
	滝川市本町（本町１丁目から３丁目までの３番から７番まで、本町４丁目６番、７番、本町５丁目４番から７番まで、本町６丁目４番、５番）、西町、有明町、扇町、幸町（第五分団所管区域を除く。）、栄町（栄町３丁目３番、４番、５番、栄町４丁目３番、４番、５番、６番の一部）

	
	第四分団
	滝川市東滝川町３丁目１番22号
	滝川市東滝川、南滝の川の一部、東町の一部、東滝川町

	
	第五分団
	滝川市泉町２丁目１番３号
	滝川市泉町、西滝川、北滝の川（函館本線以西）、幸町（幸町１丁目１番から４番まで、６番から11番まで、幸町２丁目から４丁目まで）

	
	第六分団
	滝川市江部乙町西12丁目３番４号
	滝川市江部乙町（12丁目以南）

	
	第七分団
	滝川市江部乙町西12丁目３番４号
	滝川市江部乙町（12丁目以北）

	芦別消防団
	団本部
	芦別市本町４２番地１
	芦別市全域

	
	女性分団
	芦別市本町４２番地１
	芦別市全域

	
	第一分団
	芦別市本町４２番地１
	芦別市本町条丁目地区、旭町、高根町、旭町油谷

	
	第二分団
	芦別市常磐町331番地４
	芦別市常磐町、福住町

	
	第三分団
	芦別市新城町186番地１
	芦別市新城町、豊岡町、黄金町

	
	第四分団
	芦別市野花南町977番地18
	芦別市野花南町、滝里町、泉

	
	第五分団
	芦別市上芦別町518番地14
	芦別市上芦別町のうち通称啓南街を除く地域

	
	第六分団
	芦別市西芦別町81番地１
芦別市頼城町４番地
	芦別市西芦別町、中の丘町、東頼城町、上芦別町の一部（通称啓南街）芦別市緑泉町、頼城町、川岸奥芦別

	赤平消防団
	団本部
	赤平市大町１丁目５番地
	赤平市全域

	
	女性分団
	赤平市大町１丁目５番地
	赤平市全域

	
	赤平分団
	赤平市大町１丁目５番地
	赤平市日の出地区、東大町、大町、本町、錦町、泉町、美園町、宮下町、桜木町、昭和町、豊栄町、幸町、住吉町、住友地区

	
	茂尻分団
	赤平市茂尻中央町北１丁目３番地
	赤平市茂尻地区、百戸町、エルム町

	
	平岸分団
	赤平市平岸新光町１丁目30番地
	赤平市平岸地区

	
	文京分団
	赤平市西文京町４丁目２番地
	赤平市豊丘町、文京町地区、東豊里町、西豊里町、若木町、幌岡町、共和町、赤間地区

	新十津川消防団
	団本部
	新十津川町字中央301番地１
	新十津川町全域

	
	第一分団
	新十津川町字中央６番地100
	新十津川町菊水区、青葉区、中央区、文京区、弥生区、総進区

	
	第二分団
	新十津川町字花月201番地46
	新十津川町花月区

	
	第三分団
	新十津川町字中央71番地97
	新十津川町橋本区、みどり区、大和区６町内

	
	第四分団
	新十津川町字大和116番地１
	新十津川町大和区１町内から５町内まで

	
	第五分団
	新十津川町字吉野105番地６
	新十津川町徳富区

	雨竜消防団
	団本部
	雨竜町字尾白利加88番地の83
	雨竜町全域

	
	第一分団
	雨竜町字尾白利加88番地の83
	雨竜町第１町内、第２町内の１、２、第３町内、第７町内から第10町内まで

	
	第二分団
	雨竜町字尾白利加96番地の36
	雨竜町第２町内の３、第４町内から第６町内まで、第11町内


別表第２（第２条関係）
	　　　　　　　　　　　 階級

 団別
	団長
	副団長
	分団長
	副分団長
	部長
	班長
	団員
	合　計

	滝川消防団
	団本部
	1
	2
	2
	1
	
	
	
	  6

	
	女性分団
	
	
	1
	1
	1
	2
	9
	 14

	
	第一分団
	
	
	1
	1
	1
	2
	12
	 17

	
	第二分団
	
	
	1
	1
	1
	2
	10
	 15

	
	第三分団
	
	
	1
	1
	1
	2
	13
	 18

	
	第四分団
	
	
	1
	1
	1
	2
	10
	 15

	
	第五分団
	
	
	1
	1
	1
	2
	8
	 13

	
	第六分団
	
	
	1
	1
	1
	2
	12
	 17

	
	第七分団
	
	
	1
	1
	1
	2
	8
	 13

	
	計
	1
	2
	10
	9
	8
	16
	82
	128

	芦別消防団
	団本部
	1
	3
	1
	
	
	
	
	  5

	
	女性分団
	
	
	1
	1
	2
	2
	9
	 15

	
	第一分団
	
	
	1
	1
	3
	7
	23
	 35

	
	第二分団
	
	
	1
	1
	3
	5
	15
	 25

	
	第三分団
	
	
	1
	1
	3
	5
	15
	 25

	
	第四分団
	
	
	1
	1
	3
	5
	15
	 25

	
	第五分団
	
	
	1
	1
	3
	7
	23
	 35

	
	第六分団
	
	
	1
	2
	6
	10
	21
	 40

	
	計
	1
	3
	8
	8
	23
	41
	121
	205

	赤平消防団
	団本部
	1
	2
	1
	
	
	
	
	 4

	
	女性分団
	
	
	1
	1
	1
	2
	8
	13

	
	赤平分団
	
	
	1
	1
	2
	6
	18
	 28

	
	茂尻分団
	
	
	1
	1
	2
	6
	16
	 26

	
	平岸分団
	
	
	1
	1
	2
	4
	9
	 17

	
	文京分団
	
	
	1
	1
	2
	5
	13
	 22

	
	計
	1
	2
	6
	5
	9
	23
	64
	110

	新十津川消防団
	団本部
	1
	2
	1
	
	1
	1
	4
	 10

	
	第一分団
	
	
	1
	1
	1
	3
	19
	 25

	
	第二分団
	
	
	1
	1
	1
	2
	12
	 17

	
	第三分団
	
	
	1
	1
	1
	2
	12
	 17

	
	第四分団
	
	
	1
	1
	1
	2
	12
	 17

	
	第五分団
	
	
	1
	1
	1
	2
	12
	 17

	
	計
	1
	2
	6
	5
	6
	12
	71
	103

	雨竜消防団
	団本部
	1
	1
	1
	
	
	
	
	  3

	
	第一分団
	
	
	1
	1
	2
	4
	16
	 24

	
	第二分団
	
	
	1
	1
	2
	4
	15
	 23

	
	計
	1
	1
	3
	2
	4
	8
	31
	 50


備考　団長が特に必要と認めたときは、総定員内において団本部及び各分団の団員の数及び階級定数を増減することができる。
